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幸
し あ わ

せの�
メモ

 「みなさん，クラスへようこそ。」
ライリーは新

あたら

しい先
せん

生
せい

を見
み

上
あ

げてにっこりしました。先
せん

生
せい

は，ほ
かの教

きょう

師
し

よりもわかく見
み

えます。先
せん

生
せい

が話
はな

すと，声
こえ

がかすれていました。
先
せん

生
せい

はせきばらいをして，話
はなし

を続
つづ

けま
した。
「わたしはベレットです。」
一
ひと

人
り

の生
せい

徒
と

が手
て

を挙
あ

げて，「先
せん

生
せい

になった
ばかりですか？」とたずねました。
「はい。大

だい

学
がく

を卒
そつ

業
ぎょう

したばかりで，みなさんが最
さい

初
しょ

の生
せい

徒
と

です。」
それから，ベレット先

せん

生
せい

は，これからクラスで学
まな

ぶことについて説
せつ

明
めい

しまし
た。声

こえ

が小
ちい

さく，ところどころ，よく聞
き

こえませんでした。
うしろで子

こ

供
ども

たちがささやき合
あ

う声
こえ

が聞
き

こえたので，ベレット先
せん

生
せい

の話
はなし

がさ
らに聞

き

きにくくなってしまいました。でも，ライリーは一
いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

に耳
みみ

をかたむけ
ました。ベレット先

せん

生
せい

がライリーを見
み

ると，ライリーはにっこりしました。
そのばんの夕

ゆう

食
しょく

のときに，お母
かあ

さんはライリーの学
がっ

校
こう

の初
しょ

日
にち

についてたずね
ました。
「クラスも先

せん

生
せい

も大
だい

好
す

き」とライリーは言
い

いました。「新
しん

米
まい

の先
せん

生
せい

が一
ひと

人
り

い
るの。少

すこ

しきんちょうしてたわ。何
なん

人
にん

かの子
こ

供
ども

たちにからかわれてた。」
「先

せん

生
せい

でもきんちょうすることがあるんだよ」とお父
とう

さんは言
い

いました。
お母

かあ

さんはにっこりしました。「ライリーがその先
せん

生
せい

をおうえんしてくれてう
れしいわ。」

次
つぎ

の日
ひ

，ライリーはろうかで何
なん

人
にん

かの子
こ

供
ども

たちが話
はな

すのを聞
き

きました。
「ベレット先

せん

生
せい

の授
じゅ

業
ぎょう

があるよ」と，そのうちの一
ひと

人
り

が言
い

いました。「でも，
昨
き の う

日は声
こえ

も聞
き

こえなかった。」
「あの先

せん

生
せい

の声
こえ

，かすれてたよね？」
「長

なが

い一
いち

年
ねん

になりそうだね」と別
べつ

の子
こ

供
ども

が言
い

いました。みんな声
こえ

を上
あ

げて笑
わら
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いました。
ライリーは，先

せん

生
せい

もきんちょうするというお父
とう

さんの言
こと

葉
ば

を思
おも

い出
だ

しました。昨
きのう

日はベレット先
せん

生
せい

の学
がっ

校
こう

での初
しょ

日
にち

でした。きっと，かなりこわかったでしょう。お母
かあ

さんか
ら，先

せん

生
せい

を元
げん

気
き

づけるようにと言
い

われました。どうすれば元
げん

気
き

づけられるでしょうか。
ライリーはその夜

よる

のおいのりの中
なか

で，ベレット先
せん

生
せい

を助
たす

ける
方
ほう

法
ほう

を教
おし

えてください，と天
てん

のお父
とう

様
さま

にお願
ねが

いしました。
翌
よく

日
じつ

，ライリーがお弁
べん

当
とう

を開
あ

けると，中
なか

には，お母
かあ

さんからの
メモがありました。「あなたはすばらしい！」と書

か

いてありまし
た。ライリーはにっこりしました。ライリーはお母

かあ

さんのメモが
大
だい

好
す

きです。家
か

族
ぞく

はお母
かあ

さんのメモを「幸
しあわ

せのメモ」とよんで
います。
そうだ！ライリーとクラスメートで，ベレット先

せん

生
せい

に幸
しあわ

せのメ
モを書

か

くといいのではないでしょうか。
ライリーは放

ほう

課
か

後
ご

，クラスメートの何
なん

人
にん

かを家
いえ

にまねきまし
た。みんなで，笑

え

顔
がお

と星
ほし

の絵
え

で，大
おお

きな明
あか

るいポスターをかざ
りました。それから，ベレット先

せん

生
せい

の好
す

きなところを書
か

きまし
た。また，すでにベレット先

せん

生
せい

から学
まな

んだことを書
か

き出
だ

しまし
た。そして，ベレット先

せん

生
せい

が自
じ

分
ぶん

の先
せん

生
せい

でよかった，と書
か

きま
した。
翌
よく

日
じつ

，ライリーと数
すう

人
にん

の友
ゆう

人
じん

は早
はや

く学
がっ

校
こう

に行
い

き，ベレット先
せん

生
せい

の教
きょう

室
しつ

のドアにポスターをはりまし
た。それから，何

なに

が起
お

こるか見
み

よ
うと，すみにかくれました。
間
ま

もなく，ベレット先
せん

生
せい

が教
きょう

室
しつ

に来
き

て「わあ！」と言
い

いま
した。ライリーとクラスメー

トたちは，ベレット先
せん

生
せい

がメモを読
よ

むのを見
み

ていました。大
おお

き
な笑

え

みが顔
かお

に広
ひろ

がりました。
ライリーは先

せん

生
せい

のうれしそうな様
よう

子
す

を見
み

て，自
じ

分
ぶん

もうれしく
なりました。ライリーはにっこりして，友

とも

達
だち

にハイタッチをしま
した。
かれらが立

た

ち去
さ

ると，だれかが「今
きょ う

日のベレット先
せん

生
せい

のクラ
スに行

い

くのが待
ま

ち切
き

れない！」と言
い

う声
こえ

が聞
き

こえてきました。
ライリーも待

ま

ち切
き

れませんでした。●
このお話

はなし

は，アメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

での出
で

来
き

事
ごと

です。

年 ね
ん長 ち

ょ
うの
子 こ

供 ど
もた
ち
へ
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